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シアノバクテリアの光化学系 I(PSI)は、分子内に含まれるクロロフィルにて集光を行う。しかし
細胞が鉄欠乏状態にさらされると、鉄ストレス誘導性クロロフィル結合タンパク質である

IsiA(iron stress induced gene A)を合成して集光を助けるという仕組みを持っている。本研究で注目
している窒素固定シアノバクテリア Anabaenaの PSIは四量体を形成するという珍しい特徴を持っ
ているため、IsiA が結合すると、光合成生物の中でも特に大きなクロロフィルネットワークから
なる集光システムが構築されると予想される。本研究では、Anabaenaのチラコイド膜に埋め込ま
れた PSI の周囲にどのように IsiA が配置されているかについて高速 AFM を用いて解明すること
を目的とした。本年度は、鉄を十分に含んでいる通常の BG11培地と、IsiAを発現させるための鉄
欠乏 BG11培地で培養した Anabaenaのチラコイド膜を用いて AFM観察を行った。昨年度と同様
に、鉄を含む培地で培養した場合、PSIは規則正しく整列していた(図 A)。一方、鉄欠乏培地で培
養した場合、PSI四量体が解離し、PSI単量体は互いに距離をあけて再配置されることが明らかに
なった(図 B)。鉄を含む培地の場
合、PSIは 100 nmの間におよそ 8
分子配置されるが、鉄欠乏の場合

PSI は 100 nm の間におよそ 4~5
分子しか観察されなかった。鉄欠

乏の場合、PSI単量体間にはおよ
そ 8~15 nmの程度距離があり、こ
のスペースにPSIの集光アンテナ
である IsiA が存在することが強
く示唆された。 
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 図. チラコイド膜上のPSI のAFM画像 

 


